
県外の高齢者を
受け入れやすい
環境づくり

将来的な本県の
介護余力を活用

大都市圏に在住する
徳島県にゆかりのある
団塊世代等の

徳島への里帰りを促進

【徳島県ゆかりとは】
たとえば、徳島出身（本人・親）、ふるさと納税５年連続、徳島勤務経験有 等

地方の介護余力の生じる
施設を有効活用により、全
国トータルで建設コストの
節減

介護保険制度には、「住所地特例」があるが、移住して一旦住所を置き、一定期間後に施設入所した場合は適
用にならず、受け入れた自治体の負担増になる。

「徳島からの提言」地方への高齢者の移住促進

介護サービス従事者の雇
用確保により地域経済を
活性化

徳島県の現状

徳島県は全国よりも速いペースで高齢化が進み、６５歳以上人口のピークは２０２０年（全国は２０４０年）。
介護保険３施設の整備率は全国トップクラス！待機者数が全国最少。今後更に余力が発生する見込み

本制度のメリット

本制度の課題

医療・介護資源が充実、自
然豊かで食べ物がおいし
い、徳島県でゆとりある生
活

一旦地方に住所を定めてから一定期間後に施設入所した場合にも、
「住所地特例を拡大」すること。
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